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声

（1）

74-0978

　
西
宮
市
立
山
口
小
学
校
の
校
長

を
退
任
し
て
、
こ
の
4
月
か
ら
神

原
公
民
館
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
公
民
館
勤
務
は
初
め
て
な
の
で
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
仕
事
を
早
く
覚
え

て
、
職
員
の
小
池
由
美
さ
ん
と
共

に
公
民
館
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
秋
に
開
催
さ
れ
る「
神
原

市
民
文
化
祭
」の
運
営
を
、
し
っ
か

り
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
は
、
運
動
や
健
康
に
関

心
が
あ
り
、
4
月
か
ら
ジ
ム
に
通

い
始
め
ま
し
た
。

　
神
原
小
学
校
中
庭
の「
み
ん
な

の
田
ん
ぼ
」で
、5
月
12
日
に
5
年

生
が
恒
例
の
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
神
原
小
学
校
元
校
長

の
稲
田
俊
哉
さ
ん
や
学
校
運
営
協

議
会「
パ
ル
レ
」の
メ
ン
バ
ー
、「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」活
動
中
の

上
ケ
原
中
学
校
2
年
生
の
6
人
が

手
伝
い
に
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は

手
足
を
泥
ん
こ
に
し
な
が
ら
、
事

前
に
水
が
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
に
、

次
々
と
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
最
初
、

泥
の
中
に
足
を
つ
け
る
時
は
勇
気

が
い
っ
た
」「
な
か
な
か
足
が
抜

け
な
か
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
」。

　
稲
田
さ
ん
は「
自
分
の
作
っ
た

神
原
米
で
、
お
む
す
び
の
一
つ
で

も
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
気

持
ち
で
、毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
早
い
時
期
に
防
鳥
ネ

ッ
ト
を
架
け
た
の
で
害
鳥
の
被
害

が
少
な
く
、
米
が
た
く
さ
ん
収
穫

で
き
ま
し
た
。
今
年
も
同
様
の
対

策
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

神
原
小
学
校
で

「
神
原
米
」を
田
植
え
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こ
の
た
び
、大
社
中
学
校
の

校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　
教
諭
と
し
て
10
年
、
教
頭

と
し
て
2
年
、
そ
し
て
今
年

度
3
度
目
と
な
る 

13
年
目

の
大
社
中
学
校
で
す
。
神
原

地
域
の
皆
さ
ま
と
再
び
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く

　
生
瀬
小
学
校
か
ら
赴
任
し

て
き
ま
し
た
。
教
頭
と
し
て

は
5
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
人
娘（
9
歳
、5

歳
、2
歳
）の
パ
パ
で
も
あ
り
、

仕
事
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

に
も
奮
闘
し
な
が
ら
の
日
々

で
す
。
休
み
の
日
に
は
、
必

思
い
ま
す
。

　
4
月
1
日
、
正
面
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
満
開
の
中
、
正
門
を
1
年

ぶ
り
に
く
ぐ
り
ま
し
た
。
雨
天
で

し
た
が
、
坂
道
を
上
っ
て
い
る
と
、

玄
関
ホ
ー
ル
で
待
機
し
て
い
た
吹

奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
が
大
き
な
声

で「
兼
信
校
長
先
生
、お
帰
り
な
さ

い
！
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
吹

奏
楽
部
の
す
て
き
な
演
奏
と
、
全

教
職
員
の
拍
手
の
中
で
の
着
任
で
、

喜
び
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

再
び
大
好
き
な
大
社
中
学
校
で
過

ご
せ
る
日
が
訪
れ
た
こ
と
を
実
感

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
家
族
で
出

か
け
て
い
ま
す
。
公
園
や
動
物
園
、

催
し
物
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
、

出
か
け
る
こ
と
が
好
き
な
家
族
で

す
。
神
原
小
学
校
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
参

加
さ
せ
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
野
球
観
戦
や
銭
湯
巡
り

で
す
。
お
気
に
入
り
の
銭
湯
で
旧

友
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
、

何
よ
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
で

す
。

　
神
原
小
学
校
の
児
童
は
、
本
当

に
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
、
頑
張
っ

し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
、
大
社
中
学
校
は
創
立

80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
引
き
継

ぎ
な
が
ら
も
、
生
徒
を
中
心
と
し

た
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　
地
域
や
保
護
者
、
学
校
が
協
働

し
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
中

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
社
中
学

校
で
あ
り
続
け
る
ら
れ
る
よ
う
、

教
職
員
も
心
一
つ
に
精
い
っ
ぱ
い

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
学
習
し
て
い
る
姿
に
も
感
動
し

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
姿
か
ら
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
学
校

が
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
る
様
子
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
改
め
て
、
神
原
小

学
校
に
着
任
で
き
た
こ
と
を
本
当

に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
日
も
早
く
、
児
童
を
は
じ
め

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

大
社
中
学
校 

校
長兼

信
　皇

神
原
小
学
校 

教
頭

友
成
　直
樹

　
　神
原
公
民
館 

館
長佐

伯 

孝
司

日時：８月７日（金） 10：00～11：30
場所：神原公民館・市民館
　　　事前申し込み不要  折り紙は用意します

【問い合わせ】
中尾　73-0075
市岡　70-4603

　　　保護者の皆さんも一緒にどうぞ！
主催：神原コミュニティ協議会事業部

               子どものおりがみ教室 

ボッチャの集い

【主催】神原市民館運営委員会

8月30日（日）
8時30分集合 9時開始
神原小学校体育館

3人1チームで8月15日（土）までに
野村　☎︎72-0505まで

日　　時

場　　所

申し込み

夏休みにワイヤーアートを作ろう!!
一筆書きの絵のように、1本のワイヤーを使って、

お気に入りの生き物を作ります
日　時 7月31日（金）  10：00～11：30
場　所 神原公民館 2階講堂
講　師 ワイヤーアーティスト 升田　学
定　員 小学3年生以上先着10人（3年生は保護者同伴で）
材 料 費 500円（当日受付での支払い）
持 ち 物 描きたいモチーフの写真や図鑑※動植物に限ります
 鉛筆・消しゴム
申し込み 7月13日㈪ 10：00～ 神原公民館 ☎︎71-7444

公民館講座の予定

年齢や運動能力、
障がいのあるなしにかかわらず

楽しめるスポーツです
主任児童委員

（新任）

南　信吾さん
       　　 （神園町）

よろしくお願いします

スズムシプロジェクト
中止のお知らせ

　7 月に予定していた上記
の行事は、幼虫が孵化せず、
残念ながら中止にします。
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季節のおいしい和菓子をお楽しみ下さい

阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
　　　（水曜定休日）甲陽園西山町1-60

慶弔の引出物承ります

（2）（3）

　
昨
年
、
神
原
小
学
校
に
関
わ
る

諸
団
体
が
合
同
で
、
通
学
路
を
中

心
に
校
区
内
を
走
る
道
路
の
安
全

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
諸
団
体
と
は
、
神
原
小
学
校
、

同
P
T
A
、
神
原
校
区
青
少
年

愛
護
協
議
会
、
市
・
教
育
委
員
会
、

市
の
関
係
部
署
な
ど
で
す
。

　
点
検
結
果
を
持
ち
寄
り
、
子
ど

も
た
ち
は
も
と
よ
り
、
住
民
全
て

に
と
っ
て
も
安
全
な
地
域
を
目
指

し
て
、
各
方
面
に
要
望
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
が
継
続
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

〈
状
況
〉
利
用
す
る
子
ど
も
の
数

が
多
く
、
青
信
号
の
間
に
渡
り
き

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
毎
日
、
下

校
時
に
は
保
護
者
が
旗
当
番
を
行

っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ

て
い
る
。

　
⬇
︎

　
横
断
歩
道
の
青
の
時
間
を
延
長

す
る
か
を
検
討
。
車
の
通
行
量
が

多
い
場
所
で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま

様
子
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

〈
状
況
〉
雨
が
降
る
と
歩
道
に
水

た
ま
り
が
で
き
る
。

　
⬇
︎

　
歩
道
に
傾
斜
を
つ
け
て
、
水
を

排
水
溝
側
に
流
す
こ
と
を
検
討
。

道
路
の
勾
配
調
整
を
実
施
し
た
。

〈
状
況
〉
坂
を
下
っ
て
く
る
車
が

多
い
が
、道
幅
が
狭
く
、歩
道
が
な

く
て
危
険
。
現
在
は
75
㎝
幅
の
緑

の
ゾ
ー
ン
が
あ
る
が
、
塗
装
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。

　
⬇
︎

　
路
側
帯
と
外
側
線
の
カ
ラ
ー
塗

装
の
塗
り
直
し
を
実
施
済
み
。

〈
状
況
〉
踏
切
内
通
路
の
幅
が
狭

く
、
多
く
の
車
と
人
が
同
時
に
通

行
す
る
た
め
非
常
に
危
険
。
毎
朝
、

保
護
者
が
旗
当
番
を
実
施
。

　
⬇
︎

　
踏
切
内
通
路
の
緑
の
ゾ
ー
ン
を

広
く
で
き
な
い
か
を
確
認
。

　
今
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
と
の
こ

と
。
今
後
も
要
求
を
続
け
て
い
く
。

〈
状
況
〉
信
号
機
が
あ
る
の
に
、

交
通
事
故
が
多
い
。

　
⬇
︎

　
な
ぜ
事
故
が
多
い
の
か
を
考
察
。

道
が
北
夙
川
小
学
校
側
か
ら
上
り

坂
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
間
違
っ

て
一
つ
先
の
神
園
町
の
信
号
を
見

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
推
察
。

〈
状
況
〉
人
が
す
れ
違
う
こ
と
も

難
し
い
ほ
ど
狭
い
。

　
⬇
︎

　
普
段
は
、
あ
ま
り
人
が
通
ら
な

い
の
で
様
子
を
見
る
。

〈
状
況
〉
多
く
の
子
ど
も
が
登
下

校
時
に
通
行
し
て
い
る
が
、
青
信

号
待
機
場
所
の
南
東
側
も
南
西
側

も
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
子
ど
も
を

収
容
し
き
れ
な
い
。
ま
た
、
青
信

号
の
時
間
が
短
い
。
雨
の
日
は
水

た
ま
り
が
で
き
る
。
広
告
の
看
板

が
あ
っ
て
見
通
し
が
悪
い
。

　
⬇
︎

　
南
東
側
の
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
に

つ
い
て
、
本
年
度
の
予
算
化
を
要

望
。
広
告
の
看
板
は
撤
去
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
他
は
検
討
中
。

〈
状
況
〉
車
の
通
行
量
が
多
く
、

信
号
機
が
な
い
た
め
、
保
護
者
が

旗
で
車
を
停
止
さ
せ
て
子
ど
も
を

渡
ら
せ
て
い
る
。
毎
朝
と
月・水・

金
曜
日
の
下
校
時
に
、
保
護
者
が

旗
当
番
を
行
っ
て
い
る
。

　
⬇

　
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
設
置

で
き
な
い
か
確
認
。
踏
切
と
の
距

離
が
近
す
ぎ
る
こ
と
や
道
路
の
カ

ー
ブ
が
近
い
こ
と
か
ら
、
信
号
機

の
設
置
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

　
薄
く
な
っ
て
い
る
道
路
の「
文
」マ

ー
ク（
近
く
に
学
校
あ
り
）の
塗
り
直
し

を
検
討
。ま
た
、「
◇
」マ
ー
ク（
横
断
歩

道
近
し
）の
復
旧
を
要
望
し
て
い
る
。

〈
状
況
〉
道
路
幅
が
狭
く
、
S
字

状
に
曲
が
っ
て
い
て
見
通
し
が
悪

い
。
横
断
歩
道
も
な
い
。

　
⬇

　
狭
く
て
歩
道
が
確
保
で
き
な
い
。

路
側
帯
と
外
側
線
の
カ
ラ
ー
塗
装
、

「
文
」マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
を
実
施

済
み
。

〈
状
況
〉
す
ぐ
南
の
交
差
点
に
信

号
機
が
あ
る
の
で
、
車
が
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
走
っ
て
来
る
。
毎
朝
、

保
護
者
が
旗
当
番
を
行
っ
て
い
る
。

　
⬇

　
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
か
ら
近

い
の
で
、
信
号
機
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

　
薄
く
な
っ
て
い
る
路
面
標
示
の

塗
り
直
し
を
検
討
。「
文
」マ
ー
ク

は
復
旧
済
み
。
歩
行
者
用
路
側
帯

の
塗
り
直
し
を
要
望
中
。

〈
状
況
〉
細
い
通
路
に
沿
っ
て
、

高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
。

　
⬇

　
個
人
の
家
屋
で
あ
る
が
、
塀
の

耐
震
強
度
の
検
査
を
依
頼
。
市
・

建
築
指
導
課
の
調
査
で
、
著
し
い

破
損
は
な
い
こ
と
を
確
認
。

①
県
道
82
号
の
押
し
ボ
タ
ン
信
号
機

　が
あ
る
交
差
点（
神
原
小
学
校
南
側
）

④
夙
川
さ
く
ら
道
沿
い
の
歩
道

（
北
夙
川
橋
か
ら
阪
急
甲
陽
線
踏
切
の
間
）

⑥
夙
川
さ
く
ら
道
沿
い
の
歩
道

（
獅
子
ケ
ロ
町
か
ら
北
夙
川
橋
）

③
阪
急
甲
陽
線
踏
切（
夙
川
東
岸
）

⑤
夙
川
橋
東
側
の
交
差
点

10
塞さ
い

神
社
南
側
の
歩
道（
奥
畑
）

⑦
県
道
神
園
町
の
交
差
点

②
夙
川
沿
い
藤
棚
前
の
横
断
歩
道

（
阪
急
甲
陽
線
踏
切
の
南
側
）

⑧
如
意
寺
裏
の
道
路

（
神
原
住
宅
の
南
東
）

11
信
号
機
が
な
い
横
断
歩
道

（
奥
畑
か
ら
六
軒
町
方
面
へ
の
道
路
）

⑨ 

旧
浜
野
医
院
横
の
細
い
通
路

（
神
原
住
宅
の
南
東
） 北名次町の藤棚前の横断歩道

塗り直されたゾーン

歩行者のための緑のゾーン塗り直された「文」マーク

狭い歩道

見通しの悪い曲がり角

信号のない横断歩道
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※
本
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中
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①
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地
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の
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と
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て
い
ま
す
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広告

季節のおいしい和菓子をお楽しみ下さい

阪急甲陽園駅前通り　電話（0798）74-6825
　　　（水曜定休日）甲陽園西山町1-60

慶弔の引出物承ります

（2）（3）

　
昨
年
、
神
原
小
学
校
に
関
わ
る

諸
団
体
が
合
同
で
、
通
学
路
を
中

心
に
校
区
内
を
走
る
道
路
の
安
全

点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　
諸
団
体
と
は
、
神
原
小
学
校
、

同
P
T
A
、
神
原
校
区
青
少
年

愛
護
協
議
会
、
市
・
教
育
委
員
会
、

市
の
関
係
部
署
な
ど
で
す
。

　
点
検
結
果
を
持
ち
寄
り
、
子
ど

も
た
ち
は
も
と
よ
り
、
住
民
全
て

に
と
っ
て
も
安
全
な
地
域
を
目
指

し
て
、
各
方
面
に
要
望
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
が
継
続
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

〈
状
況
〉
利
用
す
る
子
ど
も
の
数

が
多
く
、
青
信
号
の
間
に
渡
り
き

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
毎
日
、
下

校
時
に
は
保
護
者
が
旗
当
番
を
行

っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ

て
い
る
。

　
⬇
︎

　
横
断
歩
道
の
青
の
時
間
を
延
長

す
る
か
を
検
討
。
車
の
通
行
量
が

多
い
場
所
で
あ
り
、
現
状
の
ま
ま

様
子
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

〈
状
況
〉
雨
が
降
る
と
歩
道
に
水

た
ま
り
が
で
き
る
。

　
⬇
︎

　
歩
道
に
傾
斜
を
つ
け
て
、
水
を

排
水
溝
側
に
流
す
こ
と
を
検
討
。

道
路
の
勾
配
調
整
を
実
施
し
た
。

〈
状
況
〉
坂
を
下
っ
て
く
る
車
が

多
い
が
、道
幅
が
狭
く
、歩
道
が
な

く
て
危
険
。
現
在
は
75
㎝
幅
の
緑

の
ゾ
ー
ン
が
あ
る
が
、
塗
装
が
薄

く
な
っ
て
い
る
。

　
⬇
︎

　
路
側
帯
と
外
側
線
の
カ
ラ
ー
塗

装
の
塗
り
直
し
を
実
施
済
み
。

〈
状
況
〉
踏
切
内
通
路
の
幅
が
狭

く
、
多
く
の
車
と
人
が
同
時
に
通

行
す
る
た
め
非
常
に
危
険
。
毎
朝
、

保
護
者
が
旗
当
番
を
実
施
。

　
⬇
︎

　
踏
切
内
通
路
の
緑
の
ゾ
ー
ン
を

広
く
で
き
な
い
か
を
確
認
。

　
今
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
と
の
こ

と
。
今
後
も
要
求
を
続
け
て
い
く
。

〈
状
況
〉
信
号
機
が
あ
る
の
に
、

交
通
事
故
が
多
い
。

　
⬇
︎

　
な
ぜ
事
故
が
多
い
の
か
を
考
察
。

道
が
北
夙
川
小
学
校
側
か
ら
上
り

坂
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
間
違
っ

て
一
つ
先
の
神
園
町
の
信
号
を
見

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
推
察
。

〈
状
況
〉
人
が
す
れ
違
う
こ
と
も

難
し
い
ほ
ど
狭
い
。

　
⬇
︎

　
普
段
は
、
あ
ま
り
人
が
通
ら
な

い
の
で
様
子
を
見
る
。

〈
状
況
〉
多
く
の
子
ど
も
が
登
下

校
時
に
通
行
し
て
い
る
が
、
青
信

号
待
機
場
所
の
南
東
側
も
南
西
側

も
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
、
子
ど
も
を

収
容
し
き
れ
な
い
。
ま
た
、
青
信

号
の
時
間
が
短
い
。
雨
の
日
は
水

た
ま
り
が
で
き
る
。
広
告
の
看
板

が
あ
っ
て
見
通
し
が
悪
い
。

　
⬇
︎

　
南
東
側
の
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
に

つ
い
て
、
本
年
度
の
予
算
化
を
要

望
。
広
告
の
看
板
は
撤
去
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
他
は
検
討
中
。

〈
状
況
〉
車
の
通
行
量
が
多
く
、

信
号
機
が
な
い
た
め
、
保
護
者
が

旗
で
車
を
停
止
さ
せ
て
子
ど
も
を

渡
ら
せ
て
い
る
。
毎
朝
と
月・水・

金
曜
日
の
下
校
時
に
、
保
護
者
が

旗
当
番
を
行
っ
て
い
る
。

　
⬇

　
押
し
ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
設
置

で
き
な
い
か
確
認
。
踏
切
と
の
距

離
が
近
す
ぎ
る
こ
と
や
道
路
の
カ

ー
ブ
が
近
い
こ
と
か
ら
、
信
号
機

の
設
置
は
難
し
い
と
の
こ
と
。

　
薄
く
な
っ
て
い
る
道
路
の「
文
」マ

ー
ク（
近
く
に
学
校
あ
り
）の
塗
り
直
し

を
検
討
。ま
た
、「
◇
」マ
ー
ク（
横
断
歩

道
近
し
）の
復
旧
を
要
望
し
て
い
る
。

〈
状
況
〉
道
路
幅
が
狭
く
、
S
字

状
に
曲
が
っ
て
い
て
見
通
し
が
悪

い
。
横
断
歩
道
も
な
い
。

　
⬇

　
狭
く
て
歩
道
が
確
保
で
き
な
い
。

路
側
帯
と
外
側
線
の
カ
ラ
ー
塗
装
、

「
文
」マ
ー
ク
の
塗
り
直
し
を
実
施

済
み
。

〈
状
況
〉
す
ぐ
南
の
交
差
点
に
信

号
機
が
あ
る
の
で
、
車
が
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
走
っ
て
来
る
。
毎
朝
、

保
護
者
が
旗
当
番
を
行
っ
て
い
る
。

　
⬇

　
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
か
ら
近

い
の
で
、
信
号
機
を
設
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

　
薄
く
な
っ
て
い
る
路
面
標
示
の

塗
り
直
し
を
検
討
。「
文
」マ
ー
ク

は
復
旧
済
み
。
歩
行
者
用
路
側
帯

の
塗
り
直
し
を
要
望
中
。

〈
状
況
〉
細
い
通
路
に
沿
っ
て
、

高
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
。

　
⬇

　
個
人
の
家
屋
で
あ
る
が
、
塀
の

耐
震
強
度
の
検
査
を
依
頼
。
市
・

建
築
指
導
課
の
調
査
で
、
著
し
い

破
損
は
な
い
こ
と
を
確
認
。

①
県
道
82
号
の
押
し
ボ
タ
ン
信
号
機

　が
あ
る
交
差
点（
神
原
小
学
校
南
側
）

④
夙
川
さ
く
ら
道
沿
い
の
歩
道

（
北
夙
川
橋
か
ら
阪
急
甲
陽
線
踏
切
の
間
）

⑥
夙
川
さ
く
ら
道
沿
い
の
歩
道

（
獅
子
ケ
ロ
町
か
ら
北
夙
川
橋
）

③
阪
急
甲
陽
線
踏
切（
夙
川
東
岸
）

⑤
夙
川
橋
東
側
の
交
差
点

10
塞さ
い

神
社
南
側
の
歩
道（
奥
畑
）

⑦
県
道
神
園
町
の
交
差
点

②
夙
川
沿
い
藤
棚
前
の
横
断
歩
道

（
阪
急
甲
陽
線
踏
切
の
南
側
）

⑧
如
意
寺
裏
の
道
路

（
神
原
住
宅
の
南
東
）

11
信
号
機
が
な
い
横
断
歩
道

（
奥
畑
か
ら
六
軒
町
方
面
へ
の
道
路
）

⑨ 

旧
浜
野
医
院
横
の
細
い
通
路

（
神
原
住
宅
の
南
東
） 北名次町の藤棚前の横断歩道

塗り直されたゾーン

歩行者のための緑のゾーン塗り直された「文」マーク

狭い歩道

見通しの悪い曲がり角

信号のない横断歩道
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※「
科
学
の
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リ
ビ
ア
」は
休
み
ま
す

※
本
文
中
の
①
〜
○
の
番
号
は
、
地
図
上
の
番
号
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

参
考
地
図

「
こ
ど
も
を
ま
も
る
１
１
０
番
の
家（
店
）」
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声

（1）

74-0978

　
西
宮
市
立
山
口
小
学
校
の
校
長

を
退
任
し
て
、
こ
の
4
月
か
ら
神

原
公
民
館
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
公
民
館
勤
務
は
初
め
て
な
の
で
、

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
仕
事
を
早
く
覚
え

て
、
職
員
の
小
池
由
美
さ
ん
と
共

に
公
民
館
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
秋
に
開
催
さ
れ
る「
神
原

市
民
文
化
祭
」の
運
営
を
、
し
っ
か

り
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
事
で
は
、
運
動
や
健
康
に
関

心
が
あ
り
、
4
月
か
ら
ジ
ム
に
通

い
始
め
ま
し
た
。

　
神
原
小
学
校
中
庭
の「
み
ん
な

の
田
ん
ぼ
」で
、5
月
12
日
に
5
年

生
が
恒
例
の
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
神
原
小
学
校
元
校
長

の
稲
田
俊
哉
さ
ん
や
学
校
運
営
協

議
会「
パ
ル
レ
」の
メ
ン
バ
ー
、「
ト

ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」活
動
中
の

上
ケ
原
中
学
校
2
年
生
の
6
人
が

手
伝
い
に
参
加
。
子
ど
も
た
ち
は

手
足
を
泥
ん
こ
に
し
な
が
ら
、
事

前
に
水
が
張
ら
れ
た
田
ん
ぼ
に
、

次
々
と
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
最
初
、

泥
の
中
に
足
を
つ
け
る
時
は
勇
気

が
い
っ
た
」「
な
か
な
か
足
が
抜

け
な
か
っ
た
が
楽
し
か
っ
た
」。

　
稲
田
さ
ん
は「
自
分
の
作
っ
た

神
原
米
で
、
お
む
す
び
の
一
つ
で

も
食
べ
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
気

持
ち
で
、毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
早
い
時
期
に
防
鳥
ネ

ッ
ト
を
架
け
た
の
で
害
鳥
の
被
害

が
少
な
く
、
米
が
た
く
さ
ん
収
穫

で
き
ま
し
た
。
今
年
も
同
様
の
対

策
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

神
原
小
学
校
で

「
神
原
米
」を
田
植
え

◇祈り、安らぎ、永遠、そしてあなたらしさ…。心を大切にしたお墓作りを考えています◇

有限会社 中原石材工業所 代表取締役

事務所・工場 西宮市名次町12ー27（満池谷墓地正面西約 200m）
TEL　0798ー73ー5334　FAX　0798ー70ー5200

谷本　俊和

広告

実るのが楽しみです 印に沿って植えましょう 田植えの手順の説明を聞く

　
こ
の
た
び
、大
社
中
学
校
の

校
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
。

　
教
諭
と
し
て
10
年
、
教
頭

と
し
て
2
年
、
そ
し
て
今
年

度
3
度
目
と
な
る 

13
年
目

の
大
社
中
学
校
で
す
。
神
原

地
域
の
皆
さ
ま
と
再
び
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
う
れ
し
く

　
生
瀬
小
学
校
か
ら
赴
任
し

て
き
ま
し
た
。
教
頭
と
し
て

は
5
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
3
人
娘（
9
歳
、5

歳
、2
歳
）の
パ
パ
で
も
あ
り
、

仕
事
だ
け
で
な
く
、
子
育
て

に
も
奮
闘
し
な
が
ら
の
日
々

で
す
。
休
み
の
日
に
は
、
必

思
い
ま
す
。

　
4
月
1
日
、
正
面
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
満
開
の
中
、
正
門
を
1
年

ぶ
り
に
く
ぐ
り
ま
し
た
。
雨
天
で

し
た
が
、
坂
道
を
上
っ
て
い
る
と
、

玄
関
ホ
ー
ル
で
待
機
し
て
い
た
吹

奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
が
大
き
な
声

で「
兼
信
校
長
先
生
、お
帰
り
な
さ

い
！
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
出
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
吹

奏
楽
部
の
す
て
き
な
演
奏
と
、
全

教
職
員
の
拍
手
の
中
で
の
着
任
で
、

喜
び
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

再
び
大
好
き
な
大
社
中
学
校
で
過

ご
せ
る
日
が
訪
れ
た
こ
と
を
実
感

ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
家
族
で
出

か
け
て
い
ま
す
。
公
園
や
動
物
園
、

催
し
物
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
、

出
か
け
る
こ
と
が
好
き
な
家
族
で

す
。
神
原
小
学
校
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
も
、
機
会
が
あ
れ
ば
参

加
さ
せ
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
野
球
観
戦
や
銭
湯
巡
り

で
す
。
お
気
に
入
り
の
銭
湯
で
旧

友
と
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
、

何
よ
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
で

す
。

　
神
原
小
学
校
の
児
童
は
、
本
当

に
気
持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
毎
日
、
頑
張
っ

し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
来
年
度
、
大
社
中
学
校
は
創
立

80
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
歴
史
と
伝
統
を
大
切
に
引
き
継

ぎ
な
が
ら
も
、
生
徒
を
中
心
と
し

た
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

　
地
域
や
保
護
者
、
学
校
が
協
働

し
、
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
中

学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
大
社
中
学

校
で
あ
り
続
け
る
ら
れ
る
よ
う
、

教
職
員
も
心
一
つ
に
精
い
っ
ぱ
い

ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

て
学
習
し
て
い
る
姿
に
も
感
動
し

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
姿
か
ら
、

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
学
校

が
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
る
様
子
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
改
め
て
、
神
原
小

学
校
に
着
任
で
き
た
こ
と
を
本
当

に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
１
日
も
早
く
、
児
童
を
は
じ
め

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

大
社
中
学
校 

校
長兼

信
　皇

神
原
小
学
校 

教
頭

友
成

　直
樹

　
　神
原
公
民
館 

館
長佐

伯 

孝
司

日時：８月７日（金） 10：00～11：30
場所：神原公民館・市民館
　　　事前申し込み不要  折り紙は用意します

【問い合わせ】
中尾　73-0075
市岡　70-4603

　　　保護者の皆さんも一緒にどうぞ！
主催：神原コミュニティ協議会事業部

               子どものおりがみ教室 

ボッチャの集い

【主催】神原市民館運営委員会

8月30日（日）
8時30分集合 9時開始
神原小学校体育館

3人1チームで8月15日（土）までに
野村　☎︎72-0505まで

日　　時

場　　所

申し込み

夏休みにワイヤーアートを作ろう!!
一筆書きの絵のように、1本のワイヤーを使って、

お気に入りの生き物を作ります
日　時 7月31日（金）  10：00～11：30
場　所 神原公民館 2階講堂
講　師 ワイヤーアーティスト 升田　学
定　員 小学3年生以上先着10人（3年生は保護者同伴で）
材 料 費 500円（当日受付での支払い）
持 ち 物 描きたいモチーフの写真や図鑑※動植物に限ります
 鉛筆・消しゴム
申し込み 7月13日㈪ 10：00～ 神原公民館 ☎︎71-7444

公民館講座の予定

年齢や運動能力、
障がいのあるなしにかかわらず

楽しめるスポーツです

スズムシプロジェクト
中止のお知らせ

　7 月に予定していた上記
の行事は、幼虫が孵化せず、
残念ながら中止にします。

ホームページでは
公開していません




